
地熱発電の可能性と環境影響評価に関するシンポジウム 

ホワイエ会場展示 
エネコム株式会社 

 ○大分県「湯平温泉」の地域主導型再生
可能エネルギーに関する取組について 

○香川高等専門学校の地熱発電に関す
る取組について 

 再生可能エネルギー自給率&供給率が全国1
位の大分県。地域のよさを活かす『環境配慮型
地域構想』を地域主導で進めようと、体制作りか
ら取り組んでいます。 
  ①地域で想いを共有  
  ②温泉資源の保護 
  ③化石燃料使用経費の削減  
  ④広報活動 
  ⑤観光地としてレベルアップ など 
【協力：株式会社 ジオテック技術士事務所】 

 香川高等専門学校 建設環境工学科 今岡研
究室では、エネコム株式会社と共同研究にて、
地熱発電所に関する立地環境評価や住民意
識評価、景観評価を行っています。 
 
 
＜展示したポスターのタイトル＞ 
・『住民アンケートによる地熱発電所の社会的価値の推定』 
・『AHPを用いた地熱発電所立地に関するアンケート調査』 
・『地熱発電所を対象とした印象評価に関する一考察』 
 



地熱発電の可能性と環境影響評価に関するシンポジウム 

ホワイエ会場展示 

一般社団法人小浜温泉エネルギー 

○長崎県「小浜温泉」の地域主導型 
再生可能エネルギーに関する取組につい
て 

○地熱資源を活用したまちづくり 
 「北刈水エコヴィレッジ構想ワークショップ」 

100℃程度の高温熱水が1日1万5千トン湧出
する小浜温泉において、産官学地域連携のも
と、温泉発電の事業化へ取り組んでいます。 

①小浜温泉の特徴 
②協議会の設立、推進体制 
③プロジェクトの構想 
④ワークショップの実施 
⑤温泉発電実証試験 

小浜温泉の温泉街からほど近い過疎地域を対
象に、地熱をはじめ、空き家や湧水、景観等の
資源をもとに地域再生を図る「北刈水エコヴィ
レッジ構想ワークショップ」を開催しました。 

【協力：北刈水エコヴィレッジ構想委員会】 


